
 

 

 

栽培のポイント○収穫 ○乾燥・調製 
１ 収穫 
（１）収穫前準備 

・ 大豆収穫において問題となるのは汚粒です。収穫前に雑草や青立ち株を可能な限り抜き取

って汚粒の発生を防ぎましょう。 

 

 
 
（２）収穫適期 

 
 
（３）収穫作業 

・ 収穫作業は午前 10 時～午後４時頃を目安に実施しましょう。収穫時間によっては莢や子実

水分が高まり汚粒の原因となります。 

・ 収穫時は作業速度を抑えて、土を掻き込まないように約 10 ㎝以上の刈り高さを確保しまし

ょう。土の掻き込みは異物混入や汚粒の発生につながります。必ず試し刈りを行い、刈取

りの高さを確認してから作業をしましょう。 

 

２ 乾燥・調製 
・ 仕上がり時の子実水分が 13％となるように送風速度に注意しながら、ゆっくり乾燥しまし

ょう。送風温度は 30℃以下、乾燥速度は 0.3％/ｈ以下となるように設定します。 

・ 急激な乾燥は、大豆表面と粒内部の水分に差が生じて、裂皮粒やしわ粒の原因となりま

す。 

・ 子実水分が 20％以上と高い場合は、急激な乾燥による品質低下を防ぐため、常温通風乾燥

を行って、水分低下後に加温するようにしましょう。 

・ 汚粒の発生が見られる場合は、必要に応じて大豆クリーナーを用いて調製しましょう。 

 

 

 

雑草の種類 

・大型で乾いていない雑草 

（アメリカセンダングサ等） 

・茎や実に色がある雑草 

（イヌホオズキ等） 

青立ち株 
・成熟期を迎えても茎葉が青

く、落葉していない株 

 時期 目安 

落葉期 10 月上旬～

10 月中旬 

葉が黄色に変化（黄葉期）し、その

後１週間程度となります。 

 

成熟期 
10 月中旬～

10 月下旬 

落葉後５日程度で茎を振ったときに

莢が「カラカラ」と音をたて、粒が

品種ごとの色になった頃です。 

収穫適期 10 月下旬～

11 月上旬 

成熟期から 10 日～20 日後頃です。 

令和８年度大豆情報 第４号 

令和８年 10 月 15 日 発行 

福島県会津農林事務所喜多方農業普及所  

★令和８年９月１日～10 月 31 日は農作業安全運動重点推進期間です。 
 ブレーキ連結の確認やヘルメット着用等を徹底して事故を防ぎましょう。 

 ○本情報の内容や大豆に関するお問い合わせはこちらへどうぞ。 

会津農林事務所喜多方農業普及所 TEL：0241-24-5743 

図１ 左：アメリカセンダングサ 右：イヌホオズキ 

（出典：大豆の雑草早わかりフォトブック） 

図２ 成熟期の様子 


